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（
発
行
日
） 

 
 

令
和
六
年 

 
 
 
 

三
月
一
日 

（
発
行
責
任
者
） 

 
 
 

白
井 

達
夫 

 

   
会
長
挨
拶 

 

白
井
達
夫
（
昭
和
四
十
三
年
卒
） 

令
和
５
年(

２
０
２
３
年)

10
月
、
４
年
振

り
に
開
催
さ
れ
た
第
29
回
定
例
総
会
の
役

員
改
選
で
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
諸

先
輩
の
皆
様
が
脈
々
と
築
い
て
こ
ら
れ
た
伝

統
あ
る
電
友
会
の
重
責
を
担
う
事
の
重
大
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
、
新
役
員

一
同
に
対
す
る
ご
指
導
ご
支
援
を
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

会
報
が
お
手
許
に
届
く
頃
に
は
母
校
の
「
電
気
情
報
科
」(

令
和
３
年
度
に
電
気

科
と
情
報
技
術
科
が
一
体
化)

の
一
期
生
が
新
社
会
人
と
し
て
、
ま
た
、
進
学
さ
れ
、

新
た
な
歩
み
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
卒
業
生
の
皆
様
、
卒
業
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
東
北
人
、
特
に
会
津
人
の
勤
勉
と
忍
耐
強
さ
は
定
評
が
あ
り
ま

す
。
会
津
の
厳
し
く
も
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
で
育
ま
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
自
負
さ
れ
、

健
康
と
安
全
を
第
一
に
、
更
に
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
青
春
を
謳
歌
し
て
く
だ
さ

い
。 今

年
は
元
日
の
能
登
半
島
地
震
や
事
故
・
事
件
が
相
次
ぐ
不
穏
な
年
明
け
と
な

り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
人
々
と
地
域
が
少
し
で
も
早
く
平
常
に
戻
ら
れ
る
事
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
会
津
は
災
害
が
少
な
い
の
が
幸
い
で
す
。『
災
難
に
遭
わ
な

い
「
あ
わ
ま
ん
じ
ゅ
う
」
』
の
御
利
益
で
し
ょ
う
か
。
災
害
が
起
き
な
い
様
に
と
『
起

き
な
い
「
起
き
上
が
り
小
法
師
」』
を
求
め
る
珍
事
も
出
て
い
ま
す
。
猛
暑
・
暖
冬

な
ど
の
異
常
気
象
に
よ
る
影
響
も
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
会
津
人
は
、
危
機
意
識

に
欠
け
ノ
ン
ビ
リ
し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
の
で
、
13
年
前
の
東
日
本
大
震
災
の

教
訓
を
活
か
し
、
非
常
時
の
備
え
を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。 

会
工
電
友
会
は
今
秋
に
第
30
回
の
定
例
総
会
を
迎
え
る
予
定
で
す
。
歴
史
と
現

状
を
記
し
ま
す
。
電
気
科
の
卒
業
生
は
、
昭
和
26
年(

１
９
５
１
年)

か
ら
閉
科
の

令
和
５
年(

２
０
２
３
年)

ま
で
２
９
８
５
名
。
歴
代
会
長
は(

敬
称
略)

初
代
真
田

賢
祐(

昭
和
26
年
卒)

・
栢
森
幸
雄(

昭
和
27
年
卒)

・
手
代
木
徳
夫(

昭
和
28
年

卒)

・
山
口
健(

昭
和
29
年
卒)

・
荒
明
正
義(

昭
和
30
年
卒)

・
西
村
一
夫(

昭
和
31

年
卒)

・
根
本
一
雄(

昭
和
36
年
卒)

・
棚
木
武
夫 (

昭
和
36
年
卒)

・
菊
地
良
三(

昭

和
37
年
卒)

・
佐
野
常
雄(

昭
和
31
年
卒)

・
鹿
目
忠
明(

昭
和
40
年
卒)

の
方
々
が
、

会
員
の
皆
様
と
共
に
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
会
員
数
は
、
こ

こ
10
数
年
で
150
名
か
ら
90
名
と
激
減
し
、
会
員
の
平
均
年
齢
は
80
歳
を
超
え
て

い
ま
す
。
年
長
の
先
輩
方
が
健
康
上
の
理
由
等
で
退
会
さ
れ
、
若
年
の
方
の
入
会

が
無
い
現
状
で
す
。
会
員
を
如
何
に
拡
大
す
る
か
？
会
員
の
年
代
に
相
応
し
い
活

動
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
？
等
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
解
決
策
の
ハ
ー
ト
の
エ

ー
ス
が
中
々
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
是
非
、
会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。E
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会
員
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 
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退
任
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

電
友
会
前
会
長 

 

鹿
目
忠
明 

対
面
で
の
総
会
開
催
が
可
能
と
な
り
昨
年
十

月
に
会
員
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
通
常
総
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
役
員
改
選
の
年
と
い

う
こ
と
で
審
議
の
結
果
、
新
会
長
を
選
任
し
私

は
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
会
長
職
は
一
期
二
年

で
交
代
が
慣
例
で
し
た
が
コ
ロ
ナ
の
た
め
対
面

の
総
会
を
開
催
で
き
ず
、
は
か
ら
ず
も
留
任
と

い
う
こ
と
で
二
期
四
年
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

こ
の
四
年
間
は
会
員
を
対
象
と
し
た
活
動
が
ほ
と
ん
ど
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
電
気
科
卒
業
生
へ
の
記
念
品
授
与
、
本
部
役
員

会
へ
の
出
席
（
本
部
同
窓
会
副
会
長
職
の
当
番
年
）、
卒
業
式
へ
の
出
席
、
一
二
〇

周
年
記
念
事
業
関
連
へ
の
協
力
な
ど
対
外
的
活
動
は
続
け
て
参
り
ま
し
た
。 

昨
年
の
三
月
に
は
最
後
の
卒
業
生
を
送
り
電
気
科
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
今
は

三
学
年
と
も
電
気
情
報
科
で
す
。
電
気
科
の
閉
科
式
も
行
わ
れ
、
出
席
し
て
参
り

ま
し
た
。
喪
失
感
・
期
待
感
が
交
錯
し
、
非
常
に
複
雑
な
思
い
で
し
た
。 

電
友
会
と
し
て
、
ど
う
対
応
す
る
か
役
員
会
で
検
討
し
た
結
果
、
規
約
を
改
正

し
、
電
気
情
報
科
卒
業
生
を
会
員
の
対
象
に
加
え
活
動
を
継
続
し
て
い
く
事
に
な

り
、
先
の
総
会
で
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
役
員
に
は
新
し
い
人
に
入
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
少
し
は
若
返
っ
た
よ
う
で
す
。
活
動
に
新
し
い

風
が
吹
く
の
で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
（
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
な
？
） 

何
も
出
来
な
か
っ
た
四
年
間
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
以
前
の
よ
う
に
活
動
が
出

来
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
が
消
え
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
だ
残
っ
て

い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
あ
り
ま
す
。
感
染
症
に
は
常
に
気
を
つ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
よ
う
で
す
。
役
員
の
方
々
に
は
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
会
の
た

め
ご
尽
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
私
も
協
力
を
惜
し
ま
ず
お
役
に
立
ち
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
新
役
員
の
方
々
に
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

電
友
会
の
更
な
る
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
退
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

《
電
友
会
の
活
動
報
告
》 

事
務
局  

菊
地 

進
（
昭
和
四
十
七
年
卒
） 

 

◇
定
例
総
会(

十
月) 

 

第
二
十
九
回
定
例
総
会
お
よ
び
懇
親
会
は
、
令
和
五
年(

２
０
２
３
年)

十
月
二

十
日(

金)

に
、
会
津
若
松
市
内
の
「
ホ
テ
ル
い
ず
み
や
」
に
お
い
て
、
会
員
十
八

名
と
、
ご
来
賓
の
五
名
を
加
え
た
二
十
三
名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
は
、
物
故
者
に
対
す
る
黙
祷
と
校
歌
斉
唱
の
後
、
鹿
目
忠
明
会
長(

昭
和
四

十
年
卒
・
会
津
若
松
市)

挨
拶
で
開
始
。
佐
藤
修
さ
ん(

昭
和
四
十
三
年
卒
・
埼
玉

県
越
谷
市)

を
議
長
に
選
出
し
、
令
和
四
年
度(

期
間
：
令
和
四
年
十
月
一
日
～
令

和
五
年
九
月
三
十
日)

の
活
動
経
過
報
告
、
会
計
・
会
計
監
査
報
告
。
さ
ら
に
令
和

六
年
度
事
業
計
画(

案)

・
予
算(

案)

の
各
議
案
と
会
則
改
正(

案)

・
役
員
改
選(

案)

が
満
場
一
致
で
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た(

新
役
員
名
簿
は
会
報
の
後
段
の
ペ
ー
ジ

に
記
載)

。 

 

議
事
終
了
後
に
は
、
電
気
情
報
科
主
任
の
田
邊
芳
男
先
生
か
ら
、
進
路
状
況
や

母
校
の
近
況
報
告
を
受
け
、
母
校
の
繁
栄
と
後
輩
の
活
躍
に
全
員
の
大
き
な
拍
手

で
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
こ
の
春
に
着
任
さ
れ
た
田
邊
芳
男
先
生
、
ご
多
忙
中

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

恒
例
の
懇
親
会
は
、
理
事
中
丸
茂
由
（
昭
和
三
十
七
年
卒
）
開
会
宣
言
。
鹿
目

忠
明
会
長(

昭
和
四
十
年
卒)

の
挨
拶
。
ご
来
賓
を
代
表
し
て
浅
田
誠
同
窓
会
会
長

(

昭
和
四
十
三
年
電
気
科
卒
・
会
津
若
松
市)

か
ら
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
た
後
、
い
わ

き
会
工
会
会
長
の
大
川
原
昌
之
さ
ん(

昭
和
二
十
八
年
卒
・
い
わ
き
市)

の
発
声
に

よ
る
乾
杯
で
祝
宴
に
入
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
懇
親
会
に
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。 

根
本
一
雄
さ
ん(

昭
和
三
十
六
年
卒
・
会
津
美
里
町)

の
音
頭
で
応
援
歌
Ａ
調
、

頑
張
れ
応
援
歌
を
全
員
で
声
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
、
青
春
の
熱
い
血
を
呼
び
起
こ

し
ま
し
た
。
長
谷
川
与
一
さ
ん
（
昭
和
四
十
年
卒
・
猪
苗
代
町
）
の
中
締
め
の
後
、

再
会
を
誓
い
お
開
き
と
し
ま
し
た
。 
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《
会
工 

電
気
情
報
科
か
ら
の
寄
稿
》 

「
今
年
度
の
電
気
情
報
科
の
状
況
」 

 

電
気
情
報
科
主
任 

田
邊 

芳
男 

 

電
友
会
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
大
変
お
世
話
に
な
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今

年
度
は
学
科
発
足
三
年
目
で
、
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
揃
っ
た
初
め
て
の
年
度
と

な
り
、
学
科
と
し
て
初
め
て
の
卒
業
生
を
送
り
出
せ
る
年
度
と
な
り
ま
す
。 

人
事
異
動
に
伴
い
学
科
の
職
員
は
十
一
名
か
ら
八
名
と
な
り
ま
し
た
。
志
田
博
隆
、

池
上
邦
彦
が
郡
山
北
工
業
高
校
へ
、
永
倉
良
正
が
福
島
工
業
高
校
へ
、
中
丸
淳
が
喜

多
方
桐
桜
高
校
へ
ご
異
動
さ
れ
、
田
邊
芳
男
が
郡
山
北
工
業
高
校
か
ら
着
任
い
た
し

ま
し
た
。 

科
職
員
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。
真
田
郁
夫
、
海
和
寛
、遠
藤
悠
（
副
主
任
）
、

菊
池
研
吾
、
斎
藤
啓
、
池
田
政
人
、
境
拓
哉
、
田
邊
芳
男
の
八
名
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
次
に
ク
ラ
ス
担
任
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
一
年
生
担
任
遠
藤
悠
、
副
担
任
安

部
有
香
子
（
英
語
科
）
、
二
年
生
担
任
斎
藤
啓
、
副
担
任
堀
井
敦
子
（
英
語
科
）
、
三

年
生
担
任
菊
池
研
吾
、
副
担
任
海
和
寛
が
担
当
し
て
い
ま
す
。 

学
科
は
、
旧
電
気
科
と
旧
情
報
技
術
科
を
一
本
化
し
た
学
科
で
あ
り
、
二
年
生
よ

り
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス
と
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー
ス
の
２
コ
ー
ス
制
を
取

っ
て
い
ま
す
。
両
コ
ー
ス
共
に
、
旧
科
の
学
び
、
歴
史
を
継
承
し
な
が
ら
も
、
目
ま

ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
る
社
会
の
中
で
、
常
に
新
し
い
技
術
に
注
目
し
な
が
ら
、
基

礎
・
基
本
を
礎
と
し
各
分
野
で
即
戦
力
に
な
れ
る
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。 各

学
年
と
も
に
、
勉
強
（
資
格
取
得
）、
部
活
動
、
生
徒
会
行
事
に
熱
心
に
取
り
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組
ん
で
お
り
ま
す
。
生
徒
の
活
動
実
績
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
進
路
状
況
】 

※
十
二
月
末
現
在 

 
就
職
内
定
者 

二
十
七
名
（
県
内
企
業 

十
三
名
、
県
外
企
業 

十
二
名 

縁
故

二
名
） 
／
四
年
制
大
学 

八
名 

／
短
大 

一
名 

／
専
門
学
校 

三
名 

 
 

／
未
定 
一
名 

 

今
年
度
も
県
内
外
よ
り
多
く
の
求
人
を
い
た
だ
き
、
生
徒
の
希
望
進
路
実
現
へ
結

び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
約
七
十
％
が
就
職
を
希
望
し
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ー
ス
の
大
半
の
生
徒
が
電
力
需
給
に
係
る
職
種
を
選
択
し
内
定
を
受
け
、
ま
た
、

情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー
ス
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
作
成
関
連
、
地
元
電

気
会
社
に
内
定
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
就
職
も
例
年
を
上
回
る
成
果
で
し
た
。 

【
主
な
資
格
取
得
状
況
】 

 

○
第
二
種
電
気
工
事
士 

 
 

合
格
者 

三
十
一
名
（
二
年
生 

一
名 
一
年
生 

三
十
名
） 

 

○
第
一
種
電
気
工
事
士
（
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス
希
望
者
） 

 
 

合
格
者 

 

九
名
（
三
年
生 

一
名
／ 

二
年
生 
八
名
） 

 

○
２
級
電
気
工
事
施
工
管
理
技
士
補
（
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス
希
望
者
） 

 
 

合
格
者 

十
一
名
（
二
年
生 

十
一
名
） 

 

〇
２
級
電
気
通
信
工
事
施
工
管
理
技
士
補 

 
 

合
格
者 

十
二
名
（
三
年
生 

十
二
名
） 

 

〇
基
本
情
報
技
術
者
（
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー
ス
希
望
者
） 

合
格
者
（
三
年 

五
人
） 

 

〇
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
（
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー
ス
希
望
者
） 

合
格
者
（
二
年 

二
人
） 

 

○
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
顕
彰
（
三
年
生
） 

特
別
表
彰
十
一
名 

／ 

ゴ
ー
ル
ド
十
六
名 

今
年
度
は
、
多
く
の
資
格
で
多
数
の
合
格
者
を
輩
出
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー

顕
彰
の
特
別
賞
に
つ
い
て
は
、
本
校
過
去
最
多
の
見
通
し
で
す
。
放
課
後
の
課
外
授

業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
宅
で
の
弛
ま
ぬ
努
力
の
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
、

第
三
種
電
気
主
任
技
術
者
試
験
や
応
用
情
報
技
術
者
試
験
へ
挑
戦
す
る
意
欲
溢
れ

る
生
徒
も
お
り
、
地
域
、
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
今
後
も
継
続
的
な
指

導
を
重
ね
て
い
く
所
存
で
す
。 

【
修
養
会
お
よ
び
科
行
事
】 

 

一
学
期 

新
入
生
歓
迎
会
／
一
年
ラ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
大
会
／
二
年
常
磐
共
同
火

力
㈱
勿
来
発
電
所
・
デ
ン
ソ
ー
福
島
工
場
見
学 

二
学
期 

一
年 

会
津
大
学
出
前
講
座
・
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ａ
入
所
体
験
・
テ
ク
ノ
ア
カ
デ

ミ
ー
郡
山
見
学
・
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
見
学
・
楢
葉
遠
隔
技
術

開
発
セ
ン
タ
ー
見
学
・
福
島
大
学
出
前
講
座
／
二
年 

全
会
津
電
気
工

事
協
同
組
合
青
年
部
技
術
指
導
・
東
北
工
業
大
学
見
学
・
ア
イ
リ
ス
オ

オ
ヤ
マ
見
学
／
全
学
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
三
年
課
題
研
究
発
表
会 

 
 

 

末
筆
に
な
り
ま
す
が
、
電
友
会
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
今
後

と
も
本
校
電
気
情
報
科
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 
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２年工場見学（R5 年 7 月 11 日 常磐共同火力㈱勿来発電所） 

 

 

 
 

  

 

 

１年施設見学（R5 年 10 月 26 日 楢葉遠隔技術開発センター） 
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実習① 模擬送電の実習（３年生） 

 

 

 

 

 

    

 

       

 

３年 修養会（R5 年 4 月 13 日 鶴ヶ城公園） 
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実習② 三相誘導電動機の実習（３年生） 

 

 

 

 

 

 

     

 

「
三
年
間
の
振
り
返
り
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

電
気
情
報
科 

三
年 

 
 
 

武
藤 

圭
祐 

 
 

私
た
ち
が
会
津
工
業
高
校
の
電
気
情
報
科
に
入
学
し
て
早
く
も
三
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
電
気
科
と
情
報
技
術
科
が
合
併
し
て
新
設
さ
れ
た
電
気
情
報
科
の
一

期
生
と
し
て
入
学
を
し
ま
し
た
。
入
学
し
て
間
も
な
い
頃
は
、
学
校
生
活
へ
の
期

待
や
希
望
で
胸
を
膨
ら
ま
せ
る
一
方
、
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
輩
達

や
先
生
方
を
含
め
、
私
た
ち
に
対
し
て
優
し
く
接
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
学
校
生

活
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
長
い
よ
う
で
短
か
っ
た
三
年
間
を
こ

の
機
会
に
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

一
年
生
で
は
、
入
学
し
て
す
ぐ
に
第
二
種
電
気
工
事
士
の
資
格
勉
強
が
始
ま
り

ま
し
た
。
五
月
に
上
期
筆
記
試
験
を
行
い
、
七
月
に
上
期
実
技
試
験
が
あ
り
ま
し

た
。
勉
強
す
る
期
間
が
短
く
、
不
安
を
感
じ
た
り
、
放
課
後
に
勉
強
を
し
た
り
な

ど
で
つ
ら
い
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
一
月
に
は
、
情
報
技
術
検
定
の 

三
級
取
得
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
他
に
も
リ
ス
ニ
ン
グ
英
語
検
定
や
計
算
技
術
検

定
三
級
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
の
取
得
に
取
り
組
み
、
ク

ラ
ス
全
員
が
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
を
表
彰
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

資
格
を
取
得
す
る
上
で
、
担
任
の
先
生
を
含
め
電
気
情
報
科
の
先
生
が
放
課
後
に

熱
心
に
指
導
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
資
格
を
取
得
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
先

生
方
に
は
感
謝
し
き
れ
な
い
ほ
ど
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

 

二
年
生
で
は
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス
と
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー
ス
に
分

か
れ
ま
す
。
一
年
次
に
電
気
と
情
報
の
二
つ
の
専
門
分
野
で
学
ん
だ
も
の
を
基
に
、

各
々
が
コ
ー
ス
を
選
択
す
る
こ
と
で
、
よ
り
専
門
的
な
こ
と
を
学
習
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
一
年
生
が
入
学
し
た
り
、
部
活
動
で
主
体
と
な
っ
た
り
と
、
学
業
と
部

活
動
に
よ
り
一
層
力
が
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
行
事
で
は
、
体
育
祭
や
修
学

旅
行
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
行
事
を
重
ね
る
こ
と
で
、
ク
ラ
ス
の
絆
が
深
ま
り
ま

し
た
。
毎
日
が
楽
し
く
て
、
と
て
も
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

 

三
年
生
で
は
、
各
々
が
進
路
実
現
に
向
け
て
活
動
し
ま
し
た
。
進
路
活
動
で
は
、

忙
し
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
が
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
で
励
ま
し
合
い
、
乗
り
越
え
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
先
生
方
は
、
丁
寧
に
丁
寧
に
面
接
練
習
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

り
、
志
願
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
ま
し
た
。
忙
し
い
中
で
時
間
を
割
い
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役職名 氏   名 卒年 

会  長 白井  達夫 S43 

副会長 成田  艮 S35 

〃 栗城  隆彦 S36 

監  事 近藤  信行 S40 

〃 長谷川与一 S40 

会   計 渡部 幸雄 S43 

事務局長 菊地  進 S47 

庶   務 前川 修一 S47 

理   事 佐藤 修 S43 

〃 桜田 和夫 S45 

〃 村澤 智 S62 

顧   問 荒明  正義 S30 

(就任順) 根本  一雄 S36 

〃 菊地 良三 S37 

〃 佐野  常雄 S31 

〃 鹿目 忠明 S40 

〃 藤田  晴史 S40 

 

本部役職名 氏名 

(敬称略) 
卒年 備 考 

顧 問 藤田 晴史 S40E 本部選出・元同窓会会長 

〃 浅田  誠  S43E 本部選出・前同窓会会長 

筆頭副会長 白井 達夫 S43E 会工電友会会長 

副会長 田中 健一 S42E 東京会工会会長 

幹 事 村澤  智 S62E 本部選出 

会津若松市議会議員 

〃 笹内 直幸 H09J 本部選出 

会津若松市議会議員 

〃 本名 雄一 H13E 近畿会工会事務局長 

〃 星  秀明 S40E 福島会工会幹事長 

〃 長谷川与一 S40E 猪苗代会工会副会長 

〃 高橋  誠 S60E 三菱マテリアル㈱ 

若松製作所鶴友会会長 

監 事 近藤  信行 S40E 会工電友会監事 

参 与 石川 善一 S39E 近畿会工会会長 

〃 二瓶 嘉人 S39E 福島会工会会長 

〃 野中 寿勝 S50E 会津美里会工会会長 

事務局 真田 郁夫 S57E 電気情報科職員 

 

て
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、
担
任
の
先
生
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
し
ま
い
先

生
が
参
加
で
き
な
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
良
い
思
い
出
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

 

三
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
ク
ラ
ス
全
体
の
雰
囲
気
が
よ
く
、
菊
池
先
生

含
め
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
全
員
が
と
て
も
仲
の
良
い
ク
ラ
ス
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

電
気
情
報
科
の
一
期
生
と
し
て
入
学
が
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

           

「
会
工
電
友
会
」
の
役
員
紹
介 

(

任
期
：
２
０
２
３
年
１
０
月
～
任
期
二
年)

 

          

「
会
工
同
窓
会
本
部
役
員
」
に
就
い
て
い
る
電
気
科
同
窓
生
お
よ
び
会
員
の
紹
介 

 
 

＊
編
集
委
員 

白
井 

達
夫
（
昭
和
四
十
三
年
卒
）
渡
部 

幸
雄
（
昭
和
四
十
三
年
卒
） 

前
川 

修
一
（
昭
和
四
十
七
年
卒
）
菊
地 

進
（
昭
和
四
十
七
年
卒
） 
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最
新
ニ
ュ
ー
ス 

 

「
電
気
情
報
科
一
期
生
卒
業 

記
念
品
贈
呈
」 

 

令
和
六
年
二
月
二
十
九
日
（
木
）「
同
窓
会
入
会
式
」
の
後
、
電
気
情
報
科
三
年

教
室
に
お
い
て
、
白
井
達
夫
電
友
会
会
長
よ
り
、
卒
業
の
お
祝
い
を
述
べ
、
電
友

会
会
報
と
記
念
品
（
時
計
）
贈
呈
を
行
っ
た
。
ま
た
、
本
誌
に
「
三
年
間
の
振
り

返
り
」
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
武
藤
圭
祐
さ
ん
に
御
礼
の
品
を
差
し
上
げ
、
贈
呈

式
を
終
了
し
ま
し
た
。 

  
 

電気情報科一期生の皆様    

ご卒業おめでとうございます 
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会工ＨＰ（同窓会）をご覧ください！ 

 

会員の増加を図りましょう！ 

電気科・電子科・情報技術科・電気情報科卒の知人・友人をお誘

いください。 

一報をお待ちしております 

◎事務局 : 47E 菊地 進  080-5551-9941   ja7jfp@icloud.com 


